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【学習到達目標】

名称に「伝」のついた古筆を例として，その名称と

分類の意義について,概括的に説明することができる．

「流」や「様」をもって語られる代表的な書流と秘

伝書について，概括的に説明することができる．

「墨跡」の代表的な作例について，中国書法の影響

に触れながら，具体的に説明することができる．



１．古筆の伝称筆者と系統的分類

近世以降，古筆を愛好する習慣が広まるととも

に，「手鑑」が作られ愛蔵されるようになった．

茶の湯が盛んになるとともに，茶席の床に古筆

が用いられるようになり，巻子本や冊子本の書

跡が裁断され，「切」として散佚することと

なった．
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１．古筆の伝称筆者と系統的分類

関白豊臣秀次が，古筆の鑑識に詳しかった平澤弥四

郎（了佐）に古筆姓を与え，「琴山」という金印を

与えてから，代々「古筆家」が鑑定にあたった．

その鑑定は，数多く伝わる古筆を分類する上では，

現在でも一定の価値を有している．すでに大体の系

統的分類が行われていると考えられるため，現在で

も「伝○○」という言い方が踏襲されている．
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2．書流の展開と秘伝書

鎌倉時代以降，書き手の好尚は，大らかで優しい，

筆力を内に含んだ美しさから，速さと鋭さのある，

筆力を外へ展開する美しさへと変化した．

先人との関わり方を自らの感じ方や考え方の根拠

として強く意識し，主張することによって，いわ

ゆる「流儀書道」が生まれることになった．
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2．書流の展開と秘伝書

代表的な流派（書流）として，藤原行成の孫，藤原伊

房からその子定実，定信，伊行へと続く「世尊寺流」

が挙げられる．

他にも，藤原忠道に始まる「法性寺流」，忠道の孫で

あった九条（後京極）良経に始まる「後京極流」など

がある．

代表的な書論書（あるいは秘伝書）には，平安末期の

藤原伊行『夜鶴庭訓抄』や藤原教長『才葉抄』，鎌倉

時代以後の尊円親王『入木抄』などがある．
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3．「墨跡」と中国書法

鎌倉時代の文化の担い手は，貴族官僚（役人）から禅

宗の高僧たちへと変化した．この頃から江戸時代の初

め頃までの禅僧の筆跡を「墨跡」と呼んでいる．

禅僧の書は，宋代の書法，とりわけ北宋の黄庭堅や南

宋の張即之の書風の影響を受けている．

鎌倉から室町時代にかけての墨跡には，境涯や禅機が

溢れているが，同時に，書としての正しさ，格から外

れない書技の高さをうかがうことができる．
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15

課 題

１．いわゆる「流儀書道」の功罪について，代

表的な書流と秘伝書を例に挙げて，考察し

なさい．

２.「墨跡」の代表的な作例について，中国宋

時代の書の影響に触れながら，まとめなさ

い．
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